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（332）大正十年十月十五日

（

論

　

　

説
）

　
O
日

本
産
蝶

類
中
の

二

三

異

常
形
に

就
き
て

　
（

桑
山
）

●
日

本

産

蝶

類

中
の

二

三

異

常

形、

に

就

き

て

　

本

邦
産
蝶
類
中

に

現
は

れ

た
る

異
常
形
に

就
き
て

は
、

多
く

の

先
輩
に

よ

り

可

成
り

多
數
の

發
表

を
見
陀

る

が、

今

余
の

檢
せ

し

之

れ

等
の

二

三

に

就
き
て

記

載
せ

ん
と
す

。

記

す
る

に

先
き
立

ち
、

常
々

示
教

を

賜
り

叉

多
く
の

便
宜

を
與
へ

ら
れ

た
る

松

村、

岡

本
爾

博
士
に

深
く

域
謝
の

意
を
表

す
．

　

　

　
一
、

 

§
盞
o

ミ
§
｝

§
§

ご

霆
害
訃

　

　

　

　
　
　
筈．

蓑
ミ
画

ミ

ミ
至

母

§
翻
恥

冨
語

裹
q
言
⊂

装
跨

竃
器゚

ピ
c
＜鹽

　

　

　

　
　
キ

ア

ゲ
ハ

の

異

常
形

　
（

鬪

版
第
→

圖
）

　

春
生

則

ミ

§
瀞

§
零

型
に

類

似
す
る

も

次
の

點

に

於
て

異
る

を

見
る

。

　
一
、

形
竝

に

大

さ

に

變

化
な

け
耽

共、

後
翅
尾

樣
部
極
め

て

短

く

常
形
の

三

分
の

二

以

下
に

し
て

且

内
に

強
ぐ

屈

曲
せ

b
。

　
二
、

前

翅
表

面
基

部
の

黒

色
部
に

散

布
せ

ら
れ

だ
る

黄
色
の

粉

鱗
は

少
ぐ
、

中
室
に

存
す

る

黒
帶
は

後

方
よ

り

延

び
て

横
脉
黒
帶

に

績
く。

亜

外

縁
帶
は

廣
ー

延
び

常
形
に

見
る

が

如

き
外

縁
帶
と

の

間
に

挾
む

黄
色
の

斑

列
を

覆
蔽
し
僅
か

に

黄
點

列

と
し
て

常
形

の

名

殘
を

止
む

。

帶
の

内
縁
は

常
形

に

於
け

る

が

如
く

波

駄
を

呈

せ

す。

筒
こ

の

帶
の

中
央

を
通
じ

て

存
す
る

黄
色
の

粉
鱗
は

極
め

て

乏

し
。

而

し
て

こ

の

黄
點
列
の

前
方
は

明
瞭
に

後
方
に

向

ひ

漸

次
消

失
し、

又

黄
色
の

耕

鱗
は

反

對
に

後
方
に

多
く

前
縁
部
に

向

ひ

漸
次

乏

し
。

桑
（

圖

版
附
）

山

一
〇

覺

　

　

三、

後

翅
表
面
の

黒
色

帶
は

外
方
に

擴
が

り

殆

ど
外

縁
に

存
す

　

る

黄
色
の

牛
月

紋
列
を

隱
し、

唯
僅
か

に

原
位

置

に

黄
色
粉

鱗
を

｝
　

殘
し

尚
青

藍
色
の

粉

鱗
も

減
少
す

。

肛

角
に

存
才

る

圓
形
の

銹
赤

　

色
紋
は

極
め

て

小
且

細
長
な

り。

　

　

四
、

裏
面、

常
影
に

大
差
な

け
れ

共

表
面
に

於

け
る

變
化
と
同

　

じ
く
亜

外
縁
帶
と

外
縁
帶
の

間
は

極
め

て

接
近

し、

兩

翅
共

其

問

　

に

存

す
る

黄
斑

列
は

縮
小

せ

ら
れ、

黄
黒
の

界
は

常
形
の

如

く

劃

　

然
せ

す
。

　

　

　

　

　
　

體

長

　

　

　
二

四

粍

　

　

　

　

　

　
翅
開

張

　

　

　

七
三

粍

　

　

産
地

ー
一

♀、

札
幌
（

大
正

六

年
六

月
十

九
日

）

　

著
者

藏
。

　

　
著

者
が

大
正

五

年

秋
老

熟
せ

る

本
種
の

幼
蟲
數
頭
を

市
街
内
大

　

逋
の

草
原
に

生
笹

る

「

ハ

ナ
ゥ

ド
」

の

葉
上
に

捕
へ

、

單
に

完
全

　
な

る

成
蟲
を
得
ん

が

爲
め

に

飼
育
し

置

き
だ

る

に
、

別

に

故

障
な

　
く

化
蛹

、

翌

春
六

月

十
九

日

そ

の

内
二

頭
砌

化
せ

り
。

則
ち

そ
の

　
一

頭
は

竝
に

記
載
せ

る

も

の

に

て

他
は

常
形

の

も

の

な

り。

か

主

　
る

異

常
形
の

出

現
す
べ

き

は

素
よ

り
之

を
豫

期
せ

ざ
る

が

故
に、

　
幼

蟲
及

蛹
時

代
に

於
け

る

詳
細
な

る

比

較
觀
察
を
な

す
べ

き

術
な

　
か

り

し
。

硝
子

鐘
内
に

老

熟
せ

る

幼

蟲
時
代

よ
り

朋

化
迄
の

時
代

　
を

殆

ど
同

樣
に

生
活
せ

る

兩
頭

問
に

於
て

温

度
濕

分
其

他
斑

紋
に

　
變

化
を
惹

起
せ

し
む
べ

き

要
約
の

差

あ
る

べ

し
と

も
思
は

れ

す、

N 工工
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丼

號 六 十 九 百 三 第 誌 雑 學 物 動（333）

叉
か

よ

る

異

常
形
が

自
然

要
約
の

下

に

發
現
す
べ

き

も
の

な

る

や

否
や

大
な

る

疑
問

と
す

。

o。

臣
区

o
旨

岳

氏
の

 ゚

§

§
ぎ
§

の

異
常

形
に

開
す
る

概

究
（

N
。

。｝・
 

筈
き
」
。。

霧
）

を

參
照

す
べ

き
機
な

炉

う

し
陀
め

充

分
な

る

考

察

を

な

す

能
は

す
。

又

oΩ
瞑

員
N

ー
崔
。

爭
塗
U
°・

臼

暮
§
旨
張
・

ロ

霞

掣
窄

に

鏤
る

起

本
異

常
形
の

類
似

形

あ
る

が

如
き

も
、

同

書
の

記
事
簡
に

し
て

亦
圖

を

缺
く

を
以
て

遽
か

に

同
定
し

難

し
。

　

　

　
二
、

H）
き
耄
養

、

§
o
註

ミ

§
耽

ミ

ミ
激

6
題
6
曷

　

　

　
　
　
r
僧

σ畠
豢

き
帆

恥画
窪

昌
O
〈鹽

　

　

　
　
　
ゴ

マ

ダ

ラ

ナ
フ

の

異

常
形

　
（

圖

版

第
二

圖
）

　
ゴ

マ

ダ

ラ

テ

フ

春
生
の

異

常
形

と
見
る

べ

き

へ

の

に

し
て
、

常

形

に

比

し

異
る

點
訳
の

如

し

　
一
、

前

後

翅
共

稍
狭
長
な

b
。

（

則

ち

常

形

前

翅
 

P

・・

層

議

愛
季
鑑

穿
壕
る

に

本

異
常

形
は
同

じ

〜

辷
凱

…
9．

な

り．
）

　

二
、

前

翅
表
面

第
一

室

内
の

基

部
よ
b
走

れ
る

劍
釈
の

自
色
絞

は・

延

長
し

て

同

室

外
方
に

存

す
る

方
形
の

同

色

絞
に

迄

達
せ

う
。

　

三、

後
翅
表

蕕
前

縁
部
中
央
に

存
す
る

黒
紋
は

小

と
な

る
。

　

四
、

前

翅

裏
面

外
牛
は

自［
化
現

象
を

呈
し、

唯

翅
豚
の

み

黒
色

に

し
て

且

常
形
に

於
け

る

舊
位
置
に

黒
色

瑳

微
か

に

そ
の

痕
跡
を

止

む

る

に

過
ぎ

す
．

　

五
、

後

翅
裏
面
は

全
く

自
化

し
て
一

面

緑
白
色

、

唯
翅

豚
の

み

黒
く、

前

縁
部
中

央
に

於
て

微
か

に

黒
褐
斑
を

現
は

し、

第
二

第

　

　
（

諞

　
　
詭
）

　
G
日

本
産
蝶
類

中
の
一一
三

異

常
形
に

就
譜、
て

　
（

桑
出
）

三

室
外

縁
に

近
ー

各
不

明

瞭
な

る

小

黒

褐
紋
を

存
せ

り
、

　

　

　

　
　

體

長

　
　
　
二

七

粍

　

　

　

　
　

翅
開

張

　

　

　

八

三

粍

　
産

地

…
一

♀、

日

向
國へ

大
正
三

年
五

月
四

日
）

　

栗
崎

眞

澄
氏

採。

著
者

藏。

本
異
常
形
に

就
き

て

は

既
に

明

治
四

＋
四

年

川
合
置

二

氏
が

昆

蟲

世

界
第
十
五

卷

第
百
六

十
七
號

第
三

〇
七

頁
に

於
て

、

同

年
五

旦

早
七

日

東
京

府
下
大

久

保
に

攀、
得
ら
れ

セ
る

も
の

に

撃
．

認
載
を

試
み

ら
れ、

併
せ

て

圓
示
せ

ら
れ

陀

り
。

今

茲
に

記
せ

る

標
本

と
比

較
す
る

に

全
く

同
一

傾
向
に

發

現
せ

る

異
常

形
な

る

を

知
れ

り
。

．

か

く

二

の

形

態
は

時

及

處
を

異

に
し

出

現

し
得
る

も

の

に

し
て
、

余
は

上

の

如

く

命

名
せ

ん

｝

す。

而
し
て

本
形

は

庁

ゴ
嵒
篝（v

ξ
誉

氏
の

記
載
せ

る

魯

ミへ
養
←

に

近

似
せ

る

も
の

な

り
。

爾
本

標
本
を

惠
ま

れ

セ
る

栗
崎
氏
に

好

意
を
滅
謝

す
。

　

　

　
三
、

態・
遷
§
覧
象

ミ
ミ
ヘ

ミ
ご、．“
ミ

ミ

し、
顎
・。

o
客

　

　

　

　

　

　
巽

ご曜
恥

丶〜
優

苳

ミ
一
冒）
く゜

　

　

　

　

　
ギ

ン

ボ

シ

ヘ

ウ
モ

ン

の

異
常

形

（

圜

版
第
三

圖
）

本
邦

産

ミ
ミ

§
q

妻．
に

比

較
す
る

に

次
の

點
を

區
別

し

得

べ

し
。

　
一
、

形

稍
小

な

る

こ

と
。

　

二
、

翅

表

面
大

差
な

く
唯

諸
て

の

黒

紋
は

常
形

，

小

む

小

に

し
て

且

淡
き
の

觀
あ

り
。

　

三・

前

翅

裏
面
一

般
に

黄
色

部
稍

帶
褐、

前

角
に

存
す

る

銀
紋

列
は

外

縁
に

洛
ふ
て

延
び

て

箜
一

室

に
至

る
。

各

紋
は

細

長、

前

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

一
一
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膨

（334）大正十年十昼十五欝

　
　

　
　

（

論

　

　
説
）

　
O
日

本

産

蝶
類
中

の

二

三

異

常
形
に

麓

き
て

　
へ

桑
山
）

五

絞
は

明

瞭
に

し
て

そ
の

外

倒
は

極
め

て

細
き

晴

褐
色
の

線
條

を

　

以
て

境
せ

ら
る
。

　
　

四
、

後
翅
裏
面
地

色
一

帶
澁

味
を

加
へ

だ

り
。

斑

紋
の

位

置
大

　

さ

の

比

等
に

は

大
な

る

變

化
な

け

れ
共、

翅

底
の

大

牛
は

暗

縁

　

色、

各
銀
紋
の

内
方
に

境
せ

る

黒

條
は

明

瞭
に

且

稍
太
し。

又

特

一
　

に

外

縁
の

銀
紋

列
は

極
め

て

細
ぐ

な
・
り

恰
も

銀
線

を
點
綴
せ

る

が

　

如

し
。

原
形

に

於
て

は
一

般
に

銀
絞
の

内
方

に

黒

條

あ
り

て

境
す

　

れ

共
、

本

異
常
形
に

於
て

は

紋
の

外
方
に

極
め

て

細
（

而
か

も

明

　

瞭
に

接
し
て

現
は

れ

た

り。

中
央

銀
紋
列
の

外
方
に

存
す
る

褐
色

　

紋
は

亦
稍

明
瞭
な

う
。

　
　

　
　

　

　

體

長

　

二

三

粍

　
　

　
　

　

　

翅
開
張

　
　
　
五

六

粍

　
　

産
地
．

⊥

♂、

千

島
國

剣

訓
−

巧 ，
島
紗

那
（

大
正

五

年
七

月
二

　

十
六
日

）

香

村
岱
二

氏
採。

北

海
道

帝
國
大

學
農
學
部
昆
蟲
學
教

　

室
藏

。

　
　

香

村
氏
の

同
所
よ

b
の

綵
品
．

→

頭

中
一

頭

は

普
通

形
な

る

も、

　
一

頭
は
本

異

常
形

な

り

き。

　
　

　
　
四

、

賦

ミ

寒
韃
恥

ε
ミ
ミ

態
§
ミ〜
g

｝
勇

婁

　
　

　
　

　

　
　
舞

す

ミ
嵐

＄

§
象

§
象

ご
Q
＜°

　
　

　
　

　

　
ギ

ン

ボ

シ

ヘ

ウ

モ

ン

の

異

常
形

バ

圖

版
第
四

圖
）

　
　
前

翅
表

面
に

於
て

中

室
に

存
す
る

三

黒
條

中
、

外

方
二

條
は

合

　
し
て
噸

の

三

角

形
の

大

紋
と

な

れ

り
。

こ

は

裏

面
に

於
て

も
然

　
り
。

後

翅
に

於
て

は

裏
面

翅
底
に

存
す
る

三

紋
は

第
二

列
（

中

室

　
横

脉
を
逼

す
る

）

絞
に

流
れ

て

大
な

る

三

紋
を

形

成

せ

る

こ

と

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
一
二

叩虐
び

し
§
ミ
傍

鑑

耄
の

d
筺

d

鐔

若
く
は

」

ミ
讐
§
蹄

甕
せ
隠

H」
【

彎
跡

・

夛

ぎ

§
錢

慧
寓
レ
日
ロ

q

竃
穽
〉

に

於

け
る

が

如
き

觀

あ
り

。

其
他

の

銀

敖
に
は

著
し

き

變
化

な

し
。

　

　
　

　

　

饐

　
長

　

　

　

二
一

ー
二

四

粍

　

　
　

　

　
晶

翅
闘
門

張
　
　
　

　
　
　

山

ハ

ニ

i・
亠

ハ

五

粍

　

産
地

…

二

♀
、
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